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１．イントロ 

 Baade 1951,1953  NGC6522領域の変光星サーチ 

 今回は１１．２‘以内のＭ型星のスペクトル分類 Tonantzintla Obs.提供 

２．スペクトル 

４°対物プリズム 6800-8800A -->分類(Nassau,van Albada1949, Cameron,Nassau 1955) 

 

 

表１：第１列＝図１の番号、第２列＝Ｍｘのｘ、第３列＝写真等級、Ｄは明るすぎ。 

   第４列＝Gaposhkin変光星番号(Baade’s No) 

  

  

 

 



 

 

表２－４の変光星９１個中１５個は、暗過ぎか重なりでスペクトル型が決まらなかった。 

mpg>18.5だと 1/3が決まらない。このあたりが限界らしい。 



  

表２ 

ＬＰＶとＳＲの周期分布。 

ＧＣ（ＮＧＣ６５２２）方向には 

短周期が固まっている。 

しかし、ＬＰＶって何だ？ 

ミラとＳＲは入らないらしい。 

何が残るんだ？ 



  

                        

  

 

図３ 等級分布 

上：Ｍ型星（変光星除く） 

下：変光星（ミラ除く） 



 

図４ スペクトル型分布。 

 

上の図でＭ５より晩期の星が多いのは驚異である。銀河面の他の方向ではM2－M4の割合は 

５７％だが、ＧＣ方向ではこれが３８％に落ちる。 

 

RR Lyrの割合。 

太陽近傍では、RRLyr/M=6000。これがＧＣでは２！ 

 

結論 

１．11.2’以内のＭ型星＝２１０星。内３５が red variable 

2. 驚くほど多くの晩期Ｍ型星が非変光のため Baadeの探査にかからなかった。 

  M7より晩期の１７星中変光星は９つだけだった。 

３．Ｍ５より晩期の星の割合はＧＣ方向でいくらか高い。 

４．M/RR Lyr＝２ 太陽近傍では６０００ 

  



   

   

 


